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「BSIからみた骨転移」

金沢大学附属病院　核医学診療科

若 林 大 志

はじめに

　BONENAVI®は99m Tc-MDP の日本人データベースを用いた人工ニューラルネット

ワーク（ANN）解析により，異常の可能性を示唆してくれるコンピューター診断

支援ソフトフェアである。ANN 解析を用いる事で，ホットスポット自体の大きさ，

形状，強度，解剖学的位置情報だけでなく，他ホットスポットとの関連の両方を解

析する事が出来る。

コンピューター支援診断

　コンピュータ支援診断（Computer-Aided Diagnosis, CAD）は，コンピュータ，お

よびこれに基づく情報処理技術によって画像情報の定量化および解析を行い，その

結果を画像診断へ積極的に利用しようとする手法である。ただし，CAD システム

はあくまで意思決定支援システムであることから，コンピュータが勝手に病名を

判断したりすることはなく，最終的な意思決定を行うのはあくまでも医師であり，

CAD はその判断材料を提供するだけである。

骨シンチグラフィにおけるコンピューター支援診断の意義

　BONENAVIでは全骨量に占める異常hot spotsの割合（％）をBone Scan Index（BSI）

として算出することが出来る。図 1-4 で示すように異常と判断された集積部位の広

がりを数値化することが出来るので，異常集積が把握し易くなる。

骨シンチ評価法

　これまで EOD（Extent of Bone Disease）スコア（図 5）を用いて骨転移の治療

評価が行われていたが，図 6 に示すようにスコアによる判定では変化の把握が難

しかった1）。Response Evaluation Criteria in Solid Tumor（RECIST）の中でも骨シン

チグラフィによる骨転移の評価は十分な検査法として挙げられていなかった2）。し

かしながら，BSI を用いる事で，図 7 に示すように異常集積の広がりを数値化する

ことが可能となった。今後，imaging biomarkerとして腫瘍マーカーや骨代謝マーカー

と同様に化学療法などの治療効果判定に応用されることが期待されている。
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図 1

骨転移なし骨転移なし
60代 乳癌•60代、乳癌
•ANN値 0 06ANN値 0.06
•BSI 0.023

骨転移あり骨転移あり
代 状腺癌•70代、甲状腺癌

•ANN値 0 93•ANN値 0.93
•BSI 0.129BSI 0.129

図 2

多発骨転移多発骨転移
代 前立腺癌•70代、前立腺癌

•ANN値 0 99•ANN値 0.99
•BSI 8.366BSI 8.366

Bone scans were analyzed by BONENAVI®(FUJIFILM Japan; Exini BONE, EXINI Diagnostics).
2009/03 2009/11 2010/06

BSI (%) 9.357 5.67 2.082

Hot spots (number) 120 75 22

BAP (U/l) 971 340 276

LogBAP 2.98 2.53 2.4

PSA ( d/ l) 392 323 350PSA (nd/ml) 392 323 350

LogPSA 2.59 2.53 2.5

1-CTP (ng/ml) 39.4 51.5 22.8

図 3 図 4

EODEOD score
0: 正常•0: 正常

•1: 骨転移数６以下骨転移数 以下
•2: 骨転移数６から20
•3: 骨転移数20以上、
super scanではないsuper scanではない

•4: super scan

EODによる評価EODによる評価

11 11 33 3311 11 33 33

1回目 2回目 3回目 4回目

図 5 図 6
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BONENAVIで解析BONENAVIで解析

BSI

0.0740.074 0.120.12 1.8351.835 3.673.67

1回目 2回目 3回目 4回目1回目 2回目 3回目 4回目
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